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安
全
で
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
街
づ
く
り
は
、
行
政
主

導
で
住
環
境
等
に
配
慮
し
て

い
る
は
ず
。
し
か
し
、
完
成

宅
地
を
見
る
と
、
道
路
位
置

指
定
に
よ
る
幅
員
６
メ
ー
ト

ル
回
転
路

メ
ー
ト
ル
が
あ

れ
ば
、
周
囲
、
ま
た
隣
地
等

の
つ
な
が
り
に
も
配
慮
す
る

こ
と
な
く
許
可
を
与
え
る
事

に
問
題
が
あ
る
。
地
域
全
体

を
見
極
め
な
が
ら
街
づ
く
り

を
考
え
る
べ
き
だ
。
ま
た
、

開
発
地
下
流
域
の
イ
ン
フ
ラ

整
備
も
ぜ
ひ
お
願
い
し
た

い
。建

設
部
長

開
発
許
可
権

者
で
あ
る
京
都
府
と
許
可
基

準
に
基
づ
き
、
事
前
に
調
整

を
し
な
が
ら
、
本
市
の
開
発

指
導
要
網
に
照
ら
し
、
住
環

境
の
保
全
や
交
通
安
全
等
に

配
慮
し
適
切
な
指
導
を
行
っ

て
い
る
。
イ
ン
フ
ラ
整
備
に

つ
い
て
は
、
現
地
調
査
を
し

適
切
に
対
処
す
る
。

積
極
的
な
企
業
誘
致
政

策
を
。
産
業
道
路
と
位
置
付

け
さ
れ
て
い
る
第
二
京
阪
道

路
が

年
完
成
と
聞
く
。
今

大
住
第
二
名
神
（
予
定
地
）

南
側
約

ヘ
ク
タ
ー
ル
へ
の

企
業
誘
致
支
援
策
を
行
政
が

積
極
的
に
推
進
す
る
必
要
が

あ
る
と
考
え
る
が
。

経
済
環
境
部
長

勉
強
会

等
を
開
き
、
ま
た
、
近
畿
経

済
の
動
向
や
整
備
手
法
等
情

報
説
明
を
行
っ
て
き
た
。
事

業
化
に
対
し
て
は
、
近
隣
都

市
で
の
取
り
組
み
支
援
の
実

態
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
市

と
し
て
も
策
を
研
究
し
た
い
。

地
域
の
諸
問
題
に
つ
い

て
。

大
住
関
屋
橋
信
号
交

差
点
の
渋
滞
緩
和
策
が
な
い

か
。

大
住
駅
か
ら
岡
村
へ

の
道
路
拡
幅
及
び
整
備
に
つ

い
て
。

各
小
学
校
、
中
学

校
の
行
事
、
特
に
式
典
に
お

い
て
数
名
の
来
賓
の
態
度
に

問
題
が
あ
る
。
子
供
達
に
悪

影
響
を
及
ぼ
す
と
の
声
あ
り
。

主
催
者
の
思
い
は
ど
う
か

建
設
部
長

関
屋
橋
交

差
点
は
右
折
レ
ー
ン
の
な
い

路
線
の
た
め
、
府
と
協
議
し

て
い
く
。

今
後
の
交
通
量

な
ど
も
注
視
し
道
路
幅
員
整

備
の
必
要
性
を
検
討
し
た
い
。

教
育
長

入
学
式
卒
業

式
は
教
育
活
動
の
一
環
で
あ

り
参
加
い
た
だ
く
皆
様
方
に

も
こ
ど
も
へ
の
配
慮
と
ご
理

解
を
お
願
い
し
た
い
。

住宅開発が進む健康ケ丘地区

市と同志社との包括協定調印式

同
志
社
大
学
等
と
の
包

括
協
定
を
締
結
さ
れ
、
今
後

は
両
者
の
関
係
を
さ
ら
に
発

展
さ
せ
て
い
く
べ
き
。
同
志

社
大
学
の
構
内
も
し
く
は
そ

の
近
辺
に
市
の
案
内
及
び
業

務
窓
口
を
設
置
し
て
は
。

総
務
部
長

必
要
な
ら

ば
、
協
議
、
検
討
す
る

本
市
図
書
館
と
大
学
図

書
館
と
の
共
同
利
用
推
進
を
。

総
務
部
長

紹
介
状
が
な

く
て
も
利
用
で
き
る
よ
う
な

仕
組
み
づ
く
り
を
同
志
社
大

学
等
と
協
議
し
て
い
き
た
い
。

来
年
で
同
志
社
が
田
辺

校
地
を
開
校
さ
れ
て

年
に

な
る
。
学
生
マ
ン
シ
ョ
ン
や

多
様
な
商
業
店
舗
が
で
き
た

り
し
て
、
京
田
辺
の
街
の
風

景
も
随
分
と
変
わ
っ
た
。
交

通
の
利
便
性
も
良
く
な
っ
た

し
、
市
の
施
設
の
空
白
時
間

帯
に
学
生
さ
ん
の
積
極
的
な

利
用
が
見
ら
れ
る
な
ど
、
活

気
に
満
ち
あ
ふ
れ
て
い
る

が
、
そ
う
し
た
こ
と
の
経
済

効
果
を
試
算
し
、
今
後
の
ま

ち
づ
く
り
に
生
か
す
べ
き
。

助
役

経
済
効
果
を
算
出

す
る
の
は
難
し
い
し
、
こ
の

デ
ー
タ
を
行
政
と
し
て
何
に

使
う
の
か
と
い
う
も
の
が
な

い
と
批
判
も
出
て
く
る
。
現

段
階
で
は
難
し
い
。し
か
し
、

財
政
効
果
と
し
て
は
、
学
生

マ
ン
シ
ョ
ン
等
で
一
億
４
千

３
百
万
円
ほ
ど
の
固
定
資
産

税
を
含
み
、
市
内
に
下
宿
を

す
る
学
生
の
数
に
応
じ
て
入

る
交
付
税
な
ど
で
約
３
億
６

千
万
円
ほ
ど
の
収
入
が
あ
る
。

同
志
社
と
市
、
商
工
会

や
観
光
協
会
等
と
の
共
同
開

催
に
よ
る
夏
祭
り
実
施
の
検

討
を
で
き
れ
ば
花
火
大
会
の

可
能
性
も
含
め
て
さ
れ
た
い
。

総
務
部
長

連
携
推
進
協

議
会
で
議
論
し
て
み
た
い
。

府
営
住
宅
周
辺
の
路
上

駐
車
に
対
す
る
市
の
認
識
と

対
応
は
。

経
済
環
境
部
長

車
の
利

用
者
の
認
識
の
問
題
で
は
あ

る
が
、
警
察
に
対
し
て
取
締

り
強
化
の
要
請
を
し
て
い
く
。

府
営
団
地
周
辺
の
歩
道

の
拡
張
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を
。

建
設
部
長

京
都
府
と
協

議
を
行
い
、
検
討
し
た
い
。

英
語
に
よ
る
弁
論
大
会

の
実
施
を
。

教
育
部
長

教
育
の
中
で

の
実
施
は
考
え
て
い
な
い
。

わ
が
地
元
の
小
・
中
・

高
校
に
入
り
た
い
と
い
う
生

徒
が
打
田
、
高
船
、
天
王
区

で
増
加
し
て
い
る
と
聞
く
。

地
元
と
協
議
し
て
通
学
バ
ス

の
運
行
を
実
施
さ
れ
よ
。

教
育
部
長

地
域
の
皆
さ

ん
の
意
見
を
聞
い
て
検
討
を
。

山
城
大
橋
西
詰
の
工
専

地
域
。
草
内
橋
折
地
域
で
は

畑
に
山
の
木
が
茂
っ
て
い
る
。

買
収
の
引
合
い
が
ダ
メ
に
な

る
の
は
何
故
か
。
市
は
開
発

指
導
し
っ
か
り
や
ら
ぬ
か
。

経
済
環
境
部
長

土
地
所

有
者
の
開
発
意
識
分
か
ら
ぬ
。

田
辺
町
時
代
か
ら
の
資

料
館
建
設
計
画
、
市
民
の
貴

重
な
資
料
を
倉
庫
に
入
れ
て

何
や
っ
て
る
の
。
建
設
計
画

を
示
さ
れ
よ
。

教
育
部
長

他
施
設
と
併

設
の
た
め
長
期
計
画
に
な
る
。

三
山
木
荒
馬
住
宅
団
地

か
ら
三
山
木
小
学
校
へ
通
学

す
る
児
童
が
農
免
道
路
を
保

護
者
に
付
き
添
わ
れ
て
い

る
。
大
型
暴
走
車
で
危
険
だ

か
ら
だ
。安
全
対
策
を
と
れ
。

教
育
部
長

家
庭
と
連
携

し
て
学
校
と
安
全
指
導
の
徹

底
を
図
る
。

常
磐
苑
や
住
民
セ
ン
タ

ー
等
へ
は
健
康
な
人
し
か
行

け
な
い
。
気
軽
に
集
ま
れ
る

プ
レ
ハ
ブ
部
屋
を
公
民
館
ご

と
に
建
て
て
。

福
祉
部
長

今
後
地
域
へ

の
支
援
の
あ
り
方
を
検
討
。

枚
方
市
の
大
焼
却
場
は

建
設
中
だ
が
無
害
の
施
設
は

あ
り
え
な
い
。
排
煙
は
大
部

分
京
田
辺
市
へ
流
れ
る
と
。

関
東
地
方
の
あ
る
焼
却
場
で

は
煙
突
の
排
煙
に
水
か
け
て

煙
を
外
へ
バ
ラ
ま
か
な
い
処

置
を
し
て
い
る
と
聞
く
。
こ

れ
を
見
習
え
。
我
が
市
民
は

排
煙
が
幼
児
へ
の
影
響
や
ガ

ン
の
不
安
を
募
ら
せ
て
い

る
。
黙
視
出
来
な
い
で
し
ょ

う
。
見
な
い
ふ
り
。
知
ら
ん

ふ
り
で
通
す
の
か
。
将
来
、

枚
方
市
の
施
設
に
加
入
さ
せ

て
も
ら
う
な
ど
と
ん
で
も
な

い
。
安
全
を
追
求
せ
よ
。

市
長
公
室
長

法
に
よ
り

規
制
を
求
め
る
。
誠
意
も
っ

た
対
応
を
求
め
て
い
く
。

戦
争
を
し
な
い
と
決
め

た
憲
法
を
変
え
る
動
き
。
自

衛
隊
が
銃
を
も
ち
イ
ラ
ク

へ
、
国
民
無
視
の
政
府
の
一

人
歩
き
は
危
険
で
す
。
し
っ

か
り
国
政
も
追
求
さ
れ
よ
。

指
定
管
理
者
制
度

（
１
面
上
段
他
）

民
間
事
業
者
で
も

公
の

施
設

の
管
理
が
で
き
る
よ

う
に
し
た
制
度
の
こ
と
。
民

間
事
業
者
の
ノ
ウ
ハ
ウ
の
活

用
や
経
費
の
縮
減
な
ど
を
通

し
て
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向

上
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
る
。

総
合
計
画

（
１
面
２
段
目
他
）

市
の
全
て
の
施
策
の
基
本

と
な
る
計
画
の
こ
と
で
、
市

の
全
て
の
事
務
事
業
は
こ
の

計
画
に
沿
っ
て
行
わ
れ
る
。

総
合
計
画
は
、
基
本
構
想
、

指
定
管
理
者
制
度

総
合
計
画

基
本
計
画
、
実
施
計
画
か
ら

な
り
、
特
に
基
本
構
想
は
、

地
方
自
治
法
に
よ
り
、
議
会

の
議
決
を
受
け
る
こ
と
が
定

め
ら
れ
て
い
る
。

地
産
地
消

（
３
面
８
段
目
他
）

地
元
で
生
産
さ
れ
た
食
材

等
を
地
元
で
消
費
す
る
こ
と
。

最
近
は
、
学
校
給
食
で
も
多

く
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
。

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
事
業

（
４
面
右
３
段
目
）

子
育
て
の
援
助
を
受
け
た

い
方
と
子
育
て
の
援
助
を
行

地
産
地
消

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
事
業

い
た
い
方
が
会
員
に
な
り
、

地
域
の
中
で
お
互
い
に
助
け

合
い
な
が
ら
、
子
育
て
を
す

る
相
互
援
助
活
動
の
こ
と
。

イ
ン
フ
ラ

（
６
面
右
２
段
目
）

イ
ン
フ
ラ

イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ

ー
の
略
称
で
生
活
の
基
盤
を

形
成
す
る
施
設
の
こ
と
。
具

体
的
に
は
、
道
路
、
上
下
水

道
、
鉄
道
、
通
信
施
設
や
電

気
、
ガ
ス
な
ど
を
さ
す
。

橘
議
員
へ
厳
重
注
意

各
議
員
に
も
注
意
を
促
す

厳 重 注 意 書

平成 年６月 日付け洛南タイムス紙にお
いて、あなたの車両における物損事故に関す
る投書が掲載されました。
６月 日（金）及び 日（水）に幹事会を開催

し、あなたに事実経過及び市議会議員として
の責任のあり方等を聴いたところでありま
す。それによりますと、あなたの事故初期対
応に不適切なところがあったと言わざるを得
ません。また、新聞紙上に掲載されたことに
より、市民に対し議会の信用、権威を失墜さ
せるとともに、他の市議会議員に多大の迷惑
をかけたことは、誠に遺憾であります。
つきましては、当事者間で誠意をもって話

し合いを進めることと併せ、今後このような
ことがないよう、議会を代表して厳重
に注意します。

重

平
成

年
６
月

日
付
け

で
畑
俊
宏
議
長
は
、
橘
雄
介

議
員
に
対
し
て
、
上
記
の
と

お
り
厳
重
注
意
書
を
手
渡
し

ま
し
た
。

併
せ
て
、
議
員
活
動
及
び

日
常
生
活
に
お
い
て
、
議
会

の
信
用
を
失
い
、
権
威
を
失

墜
さ
せ
る
よ
う
な
行
為
（
不

作
為
を
含
む
。
）
が
な
い
よ

う
、
議
長
か
ら
会
派
幹
事
を

通
し
て
各
議
員
に
、
周
知
が

図
ら
れ
る
よ
う
、
要
請
を
し

ま
し
た
。

市

田

博

議
員
（
一
新
会
）

小

林

正

路

議
員
（
市
民
の
眼

）

南

部

登
志
子

議
員
（
無
会
派
）

年（平成 年） 月 日

本市から枚方市にあてた第２清掃
工場の建設計画に関する文書




